
















































































































































































































































が政界主流に染み込んだ」『世界報』第 ? 版・時事観察（????年 ? 月 ? 日）に参照。
??）魯義「首相の靖国神社参拝：日本人の認識と行動」『歴史研究』????年第 ? 号。






































































日新聞』????年 ? 月 ? 日）
??）山口二郎氏の電子掲示板「右派論壇の不毛」????年 ? 月??日。
??）渡辺治『憲法「改正」－軍事大国化・構造改革から改憲へ』旬報社、????年。






































































































??）日本の有事法制関連 ? 法案に対する東京発の中国国営の新華社通信（????年 ? 月??日付）の評論を参照。
??）蒋立峰「目前の日中関係の特徴と早急に解決を要する問題」『光明日報』、????年??月??日付。
??）呉懐中・中国社会科学院日本所研究員「日本の軍事力と『大国の夢』」『北京週報』、????年 ? 月??日付。
??）?陳謹祥「日本の『政治大国』戦略に理性的に取り扱うべきだ」華東師範大学の当代世界経済と政治学位論文（????年 ? 月）
? 頁参照。三つの必要な条件というのは、①経済・科学技術の実力　②軍事力の実力　③国際事務への関与能力と実際の影
響力、という。
??）人民網日本語版、????年??月??日付。
中国人研究者の現代日本政治論 3
日中の衝突はある程度必然的なことであったと見ることもできよう。…」??）という認識を示してい
る。
　有名な日本研究者である高洪は、「中国と日本が各自の核心的な戦略的利益と発展路線を持つこ
とを、隠し立てする必要はない」と語る。中国は調和のとれた国際秩序と平和な東アジア環境の構
築を主張すると同時に、政治理念と根本原則の厳守も必要としている。日中は政治面では共通点を
求め相違点を保留し、経済面では率直に誠意をもって協力するとともに、正常な競争は排除せず、
文化面では互いに促進するとともに、自己の伝統と特性は保持する。「たゆまぬ接触と交流の中で
相互認識を深め、相互理解と相互尊重へと達し、明るい未来を共に創造できることを希望する。」??）
東アジアの平和と繁栄のために日中両国は戦略面の疑念を取り除くように共に尽力し、適切な措置
を講じて政治・軍事関係の相互信頼と協力を実現するべきだ。これが高の結論である。
おわりに
　本稿はいわゆる「対日新思考」の台頭を手がかりして、「右翼勢力」・「右傾化」と「政治大国化」
に関する従来の中国人研究者の視点を紹介したものである。その視点は、「対日新思考」と相違の
ある考え方を示しているが、依然として中国の学界の主流を占めていると思える。それは「旧思考」
と呼んでも性質のものだと、私は考える。私個人の意見は、「対日新思考」と「右翼勢力」・「右傾化」
についての紹介の部分で、間接的に述べた。本稿によって紹介したものは、近年の中国人政治研究
者の一般的立場から出発した視点であり、言い換えると、中国側の国益を踏まえた議論である。当
然ながら、日本人研究者の一般的立場とは異なっているが、日中の研究の建設的対話を期待して紹
介した。
??）「東京財団研究報告書」????年 ? 月号参照。
??）高洪「『氷を融かす』には、日本側の『熱』がより必要」人民網日本語版、????年 ? 月??日付。
